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§１．研究成果の概要 

 

２年目となる令和３年度は、研究計画書を元に各チームの研究を進めると共に、チーム内の共同

研究推進に向けた議論を行い、複数のチーム内共同研究を開始した。また、他の CREST チーム

や領域アドバイザーとの共同研究も開始した。令和３年度の主な成果として、１．ねじれ双極マイク

ロ球体からの角度異方的円偏光発光の観測、２．オールポリマー光論理ゲートの構築、３．ポーラ

スポリマー球体光共振器による高感度揮発性有機物質の検出、４．配向性分子結晶における異方

的ポラリトン分散の観測、５．全無機ペロブスカイトマイクロ共振器における強固で安定したポラリト

ン状態の室温凝縮の実現、６．ナノ粒子凝集型マイクロ共振器の印刷実装のための偏光依存屈折

率特性の解明などが挙げられ、計 14 報の原著論文を発表した。メディア報道も 8 件行った。これら

の成果について応用物理学会、レーザー学会、高分子学会などで 86 件の学会発表を行い、特許

申請も１件行った。また、東京大学岩本教授との共同開催である CREST—さきがけ合同セミナー、

およびチーム内ワークショップをそれぞれ４回ずつ行った（すべてオンライン開催）。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）トポロジカル構造形成グループ 

① 研究代表者：山本 洋平 （筑波大学 数理物質系 教授） 

② 研究項目 

・自己組織化による構造体形成 

・表面自己組織化によるアレイ形成 

・トポロジカル構造体からの CPL 発現 

・外場センシングデバイス 

 

（2）トポロジカル構造集積グループ 

① 主たる共同研究者：吉岡 宏晃 （九州大学 大学院システム情報科学研究院 助教） 

② 研究項目 

・回折格子マイクロリングとテーパーエッジ光共振器の統合 

・テーパーエッジ光共振器の同軸型集積 

・テーパーエッジ光共振器の隣接型集積 

・先端光渦レーザーデバイス 

 

（3）トポロジカル光機能グループ 

① 主たる共同研究者：山下 兼一 （京都工芸繊維大学 電気電子工学系 教授） 

② 研究項目 

・室温ポラリトンの生成／伝搬制御 

・トポロジカルポラリトン構造の作製 

・トポロジカルポラリトンデバイス 
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